
科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

生涯学習概論

社会情報学部-司書課程

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

１　科目の性格

　本科目は図書館法に定める、司書免許取得に必要な科目の、甲群（必修）の科目に対応する。

２　科目の概要

　本科目は、生涯学習や社会教育の生まれた背景を探りながら、情報化社会・高齢化社会の中で、この二者が果たす役割に

ついて理解し、併せて、これからの図書館に求められる新しい役割を考察することを目的とする。

３　学修目標

　本科目の学修目標は以下の３点である。①「生涯学習」の概念について正しく理解することができる。②我が国の生涯学

習政策について認識を深める。③これからの図書館が担って行くべき課題を捉えることができる。④生涯学習の将来的課題

の意識を醸造する。

内容

１　生涯学習・生涯教育論の歴史的展開

２　生涯学習の実際　埼玉県内における生涯学習の展開事例

３　生涯学習社会における家庭教育・学校教育・社会教育の役割と連携

４　生涯学習振興政策の立案と推進

５　教育の原理と我が国における社会教育の意義・発展・特質

６　社会教育行政の意意・役割と一般行政との連携

７　自治体の行財政制度と教育関連法規

８　成人学習に関するハンブルク宣言と諸外国における生涯学習の展開事例

９　社会教育の内容・方法・形態（１）　アンドラゴジー論とアウトリーチの方法

10　社会教育の内容・方法・形態（２）　成人における知的能力の変化とエイジング

11　社会教育の内容・方法・形態（３）　高齢化・情報化の社会環境

12　学習への支援と学習成果の評価と活用

13　社会教育施設・生涯学習関連施設の管理・運営と連携

14　社会教育指導者の役割

15　まとめ

評価

小テスト50：筆記試験50の比率で評価（100点満点）し、合計60点以上を単位認定する。合格点に満たなかった場

合は、「再試験」を行う。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【テキスト】　テキストは使用せず、毎回の授業でプリントを配布する。

【参考図書】　参考図書は、授業中に随時紹介する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

図書館概論

社会情報学部-司書課程

1Aクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

　本科目は図書館司書資格取得のための課程において入門的な役割を果たし，図書館の意義や役割をはじめ，歴史，利用者

，司書，類縁機関等，館種別図書館の幅広い基礎知識を確実にするための科目として位置づけられる。よって，初年次（1

年生）に履修することを薦める。

②科目の概要

　現代社会の中で図書館は，どのような意義があり，どのような役割や機能を有するのか。そして，図書館司書には，どの

ような可能性があるのか。本科目では，図書館の役割や機能，図書館司書の仕事等について考え，「図書館を考える行なう

」を目標に受講生とともに図書館をデザインする。

③学修目標

　授業時の講義内容の理解とともに，場合によって受講者同士の議論やミニワークショップを行ない，他の受講生の意見や

考えを踏まえ，自らの意見や考えをまとめること。

・図書館の基本的機能と役割，館種等，図書館という仕組み（システム）を理解する。

・図書館が置かれている社会的背景（歴史，制度，機能，メディア，情報化）を理解する。

・図書館司書の具体的な仕事内容とその役割を理解する。

・図書館の未来について自分なりの考えをまとめることができる。

内容

1 オリエンテーション：本科目の進め方，図書館司書課程全体の授業構成

2 図書館の理念・社会的意義：図書館の構成要素と機能

3 図書館の種類と相互協力：類縁機関を含む

4 図書館の現状と動向：図書館の機能・役割を考える

5 図書館の自由

6 図書館司書の仕事（１）：司書の役割・業務モデル，専門性，資格・関係団体

7 図書館司書の仕事（２）：図書館サービスの種類・利用者のニーズ

8 情報リテラシー教育：「図書館」をどのようにツタエルか

9 学校図書館の可能性

10 大学図書館の役割

11 公共図書館の機能と役割：図書館法規・行政・政策，地域社会と図書館

12 公立図書館の機能と役割を考える

13 図書館の歴史：欧米の公立図書館，国内大学図書館等

14 図書館の未来をデザインする：図書館の課題と展望

15 まとめ



評価

授業中・後の課題作成（30％），授業への参画・発表の姿勢（20％），試験（50％）とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】

塩見昇『図書館概論』日本図書館協会，2012（JLA図書館情報学テキストシリーズⅢ，１）

【参考図書】

・日本図書館協会図書館ハンドブック編集委員会『図書館ハンドブック』第6版補訂版，日本図書館協会，2010

・日本図書館協会『市民の図書館』増補版，日本図書館協会，1976

・日本図書館協会『中小都市における公共図書館の運営』日本図書館協会，1973

・前川恒雄，石井敦『新版図書館の発見』日本放送出版協会，2006（NHKブックス，1050）

・竹内悊『図書館のめざすもの』日本図書館協会，1997

その他参考図書は，授業中に紹介する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

図書館概論

社会情報学部-司書課程

1Bクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

　本科目は図書館司書資格取得のための課程において入門的な役割を果たし，図書館の意義や役割をはじめ，歴史，利用者

，司書，類縁機関等，館種別図書館の幅広い基礎知識を確実にするための科目として位置づけられる。よって，初年次（1

年生）に履修することを薦める。

②科目の概要

　現代社会の中で図書館は，どのような意義があり，どのような役割や機能を有するのか。そして，図書館司書には，どの

ような可能性があるのか。本科目では，図書館の役割や機能，図書館司書の仕事等について考え，「図書館を考える行なう

」を目標に受講生とともに図書館をデザインする。

③学修目標

　授業時の講義内容の理解とともに，場合によって受講者同士の議論やミニワークショップを行ない，他の受講生の意見や

考えを踏まえ，自らの意見や考えをまとめること。

・図書館の基本的機能と役割，館種等，図書館という仕組み（システム）を理解する。

・図書館が置かれている社会的背景（歴史，制度，機能，メディア，情報化）を理解する。

・図書館司書の具体的な仕事内容とその役割を理解する。

・図書館の未来について自分なりの考えをまとめることができる。

内容

1 オリエンテーション：本科目の進め方，図書館司書課程全体の授業構成

2 図書館の理念・社会的意義：図書館の構成要素と機能

3 図書館の種類と相互協力：類縁機関を含む

4 図書館の現状と動向：図書館の機能・役割を考える

5 図書館の自由

6 図書館司書の仕事（１）：司書の役割・業務モデル，専門性，資格・関係団体

7 図書館司書の仕事（２）：図書館サービスの種類・利用者のニーズ

8 情報リテラシー教育：「図書館」をどのようにツタエルか

9 学校図書館の可能性

10 大学図書館の役割

11 公共図書館の機能と役割：図書館法規・行政・政策，地域社会と図書館

12 公立図書館の機能と役割を考える

13 図書館の歴史：欧米の公立図書館，国内大学図書館等

14 図書館の未来をデザインする：図書館の課題と展望

15 まとめ



評価

授業中・後の課題作成（30％），授業への参画・発表の姿勢（20％），試験（50％）とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】

塩見昇『図書館概論』日本図書館協会，2012（JLA図書館情報学テキストシリーズⅢ，１）

【参考図書】

・日本図書館協会図書館ハンドブック編集委員会『図書館ハンドブック』第6版補訂版，日本図書館協会，2010

・日本図書館協会『市民の図書館』増補版，日本図書館協会，1976

・日本図書館協会『中小都市における公共図書館の運営』日本図書館協会，1973

・前川恒雄，石井敦『新版図書館の発見』日本放送出版協会，2006（NHKブックス，1050）

・竹内悊『図書館のめざすもの』日本図書館協会，1997

その他参考図書は，授業中に紹介する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

図書館経営論

社会情報学部-司書課程

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

  図書館学を建物に例えれば「生涯学習」は、諸学のまた人生の地盤と言える。その地盤上に「図書館経営論」は必須科

目として「図書館概論」「図書館資料論」などと共に、図書館像の土台や壁や屋根となる。図書館はサービス組織なので、

有機体の様に機能する図書館を理解するには、「経営」の視点が必要である。本講義はその視点から、図書館制度、政策、

施設、評価調査などの諸条件を探る。

②科目概要

　現代図書館の歴史(必要な前史)を振り返りつつ図書館業務における職員(館長)、制度、予算、施設、町おこし等の色

々な面を検討していく。配布のプリントで流れとポイントを押さえる。個別テーマの理解が、次のステップの土台となる連

続性が高いので、続けて休むとレポート、テストに対応できなくなる恐れがある。あせることはないが、あなどって休まず

に努力をしてほしい。

③学修目標

  現代の公共サービスは、財政収縮と行革の大波の中にある。非営利組織である図書館も、利用者の多様な要求を満たし

、またその発達を支える社会システムであり続ける必要がある。その為に図書館の持つ諸資源をより効果的に運用し、その

成果をテコに条件そのもの（行政の諸条件等）をもさらに改善することが必要だ。このため、これまでなおざりにされがち

の「経営」の視点から図書館活動を考え、基礎的知識を得る。

内容

・社会の変化・発展に対応できたか、できなかったかの分岐の事例を跡づけ、評価していく。

・配布のプリントを中心に授業を進めるが、新資料の取り入れによって一部変更があり得る。

・授業の各回の理解が、後の展開の基礎となる。欠席が多いと課題・試験に十分対応できなくなる。

1 ガイダンス

2 図書館経営の意味と色々な図書館

3 図書館サービスの歩み（戦後）

4 図書館サービスの前線（第一線）

5 根拠法と関係法規

6 各種法規と類縁機関

7 図書館の政策・体制

8 経営と図書館協力(1)

9 経営と図書館協力(2)

10 経営管理と図書館振興

11 建築と施設(1) 計画と配置

12 建築と施設(２)設備と空間

13 サービス計画と評価

14 街づくりと図書館経営



15 総括と展望

評価

・レポート・小レポート３０％、筆記試験７０％。６０点以上合格。

・再試験は基本的になし。入院等による追試験は事情による。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

参考：高山正也[ほか]共著『図書館経営論　改訂』樹村房　2011年



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

図書館サービス論

社会情報学部-司書課程

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格：情報技術の進展により図書館が提供するサービスにも質・量ともに変化が伴う中で，図書館は利用者のニー

ズに応じて，さまざまなサービスが行われている。 本科目では，図書館サービスの構造，意義等の概説と特徴的な図書館

サービスの事例を紹介し，将来求められる図書館サービスのあるべき姿を考える。

②科目の概要：社会や利用者はどのような図書館サービスを求めているのか。他方で，図書館は社会の変化に伴い，どのよ

うなサービスを提供しているのか。本科目では，図書館サービスの構造や意義・図書館サービスの事例を概説する。また，

社会の変化に伴い，図書館サービスがどのように変化し，利用者のニーズに応えてきたのかを考察する。

③学修目標：授業時の講義内容の理解とともに，受講者同士の議論やミニワークショップを行ない，他の受講生の意見や考

えを踏まえ，自らの意見や考えをまとめること。

・図書館が提供しているさまざまなサービスを理解し，意義と方法を説明することができる。

・各館種による図書館サービスの特徴や違い，利用者の要望を理解し，適したサービスを整理できる。

・近年の図書館サービスの課題を踏まえ，将来図書館に求められるサービスについて，自分の考えをまとめることができる

。

内容

1 オリエンテーション：図書館サービスとは何か？

2 図書館サービスの意義・種類（１）：利用者・館種別サービス

3 図書館サービスの意義・種類（２）：図書館サービスの発見

4 図書館サービスとマネジメント：図書館サービスの設計

5 図書館利用者調査：事例と設計

6 図書館サービスの変遷・歴史

7 資料提供・閲覧サービス

8 貸出・返却の方法

9 読書案内・ブックリストの作成

10 利用対象に応じたサービス（１）：利用者の発見，サービスの構築

11 利用対象に応じたサービス（２）：高齢者，障がい者，多文化サービス等

12 図書館の運営・業務委託

13 図書館の利用空間の創造：利用者へのコミュニケーション，図書館の広報活動を含む

14 図書館サービスの未来を考える

15 まとめ

評価

授業中・後の課題（30％），授業への参画・発表の姿勢（20％），試験（50％）とする。



教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】

教科書は特に指定しない。授業中に資料を配布する。

【参考書】

・大串夏身『課題解決型サービスの創造と展開』青弓社，2008（図書館の最前線，３）

・渡部幹雄『図書館を遊ぶ』新評論，2003

・柳与志夫『千代田図書館とは何か』ポット出版，2010

・丸本郁子『図書館を演出する』メディアイランド，2010

・前川恒雄『貸出』日本図書館協会，1982(図書館員選書,1)

・『公立図書館の任務と目標：解説』改訂版，日本図書館協会，2004

その他は授業中に提示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

情報サービス概説

社会情報学部-司書課程

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

情報サービスの意義と種類、レファレンスサービスと情報検索サービスの方法、各種情報源の種類について理解し、それら

を踏まえて、発信型情報サービスなどの新しい動向を理解して、図書館における情報サービスに関する基本的知識を修得す

ることを目標とする。図書館における情報サービスの意義と種類、その中心であるレファレンスサービスと情報検索サービ

スの方法、各種情報源の種類について解説する。さらに、それらを踏まえて、発信型情報サービスと図書館利用教育につい

て解説する。

内容

1 情報社会と図書館の情報サービス

2 情報サービスの意義と種類（１）レファレンスサービスとレフェラルサービス

3 情報サービスの意義と種類（２）カレントアウェアネスサービス

4 レファレンスサービスの理論（１）利用者の情報行動とレファレンスプロセス

5 レファレンスサービスの理論（２）レファレンスサービスの組織・担当者とその評価

6 レファレンスサービスの実際

7 情報検索サービスの理論と方法

8 各種情報源の特質と利用法

9 各種情報源の種類と評価（１）参考図書

10 各種情報源の種類と評価（２）データベース

11 各種情報源の種類と評価（３）ネットワーク情報資源

12 各種情報源の組織化

13 発信型情報サービスの意義と方法

14 情報リテラシーの育成と図書館利用教育

15 まとめ

評価

レポート(10％)と筆記試験(80％)と通常の授業態度(10％)により評価を行う。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】中西裕[ほか]『情報サービス論及び演習』、ライブラリー図書館情報学6、学文社、2012年

【参考図書】教室で紹介する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

レファレンスサービス演習

社会情報学部-司書課程

2Aクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①　科目の性格

図書館におけるレファレンスサービスは図書館員としての専門性と力量が求められる業務である。その実務的能力育成のた

めに講義科目「情報サービス論」と演習科目「レファレンスサービス演習」の２科目が設けられている。講義科目「情報サ

ービス論」を修得した上での本講受講が望ましい。

②　科目の概要

レファレンスサービスは、情報を求めている人々に直接行う個人的（人的）援助と、できるだけ情報を利用しやすくするこ

とを目的とする利用援助に大別できる。本科目は、講義科目「情報サービス論」の学修をふまえ、その内容を具体的・実践

的に展開し、情報サービス（レファレンスサービス）の実務的能力の修得をめざす。

③　学修目標

・レファレンスサービスの重要性を理解する。

・参考質問の受付から回答・事後処理に至るプロセスを実践的に理解する。

・回答のための各種参考図書・各種データベースの特性と利用方法を理解する。

・情報探索能力の体得を図る。

・レファレンスインタビューの方法を体得し、能力の向上を図る。

内容

1 レファレンスサービスの意義とライブラリアンの活動

2 レファレンスサービスのプロセス

3 レファレンスコレクションの活用

4 各種データベースの検索演習

5 外部情報機関の活用

6 レファレンス課題による検索実習（１）

7 検索結果の発表（１）

8 レファレンス課題による検索実習（２）

9 検索結果の発表（２）

10 レファレンス事例の収集・蓄積

11 レファレンス事例の分析

12 レファレンスインタビューの方法

13 レファレンスインタビューの実際　質問と回答

14 レファレンスサービスと他の図書館サービス

15 情報サービスの評価

評価



演習レポートおよび発表40％、授業への参加意欲と態度20％、理解度確認のための論述レポート40％

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】授業の際に必要に応じて指示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

レファレンスサービス演習

社会情報学部-司書課程

2Bクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①　科目の性格

図書館におけるレファレンスサービスは図書館員としての専門性と力量が求められる業務である。その実務的能力育成のた

めに講義科目「情報サービス論」と演習科目「レファレンスサービス演習」の２科目が設けられている。講義科目「情報サ

ービス論」を修得した上での本講受講が望ましい。

②　科目の概要

レファレンスサービスは、情報を求めている人々に直接行う個人的（人的）援助と、できるだけ情報を利用しやすくするこ

とを目的とする利用援助に大別できる。本科目は、講義科目「情報サービス論」の学修をふまえ、その内容を具体的・実践

的に展開し、情報サービス（レファレンスサービス）の実務的能力の修得をめざす。

③　学修目標

・レファレンスサービスの重要性を理解する。

・参考質問の受付から回答・事後処理に至るプロセスを実践的に理解する。

・回答のための各種参考図書・各種データベースの特性と利用方法を理解する。

・情報探索能力の体得を図る。

・レファレンスインタビューの方法を体得し、能力の向上を図る。

内容

1 レファレンスサービスの意義とライブラリアンの活動

2 レファレンスサービスのプロセス

3 レファレンスコレクションの活用

4 各種データベースの検索演習

5 外部情報機関の活用

6 レファレンス課題による検索実習（１）

7 検索結果の発表（１）

8 レファレンス課題による検索実習（２）

9 検索結果の発表（２）

10 レファレンス事例の収集・蓄積

11 レファレンス事例の分析

12 レファレンスインタビューの方法

13 レファレンスインタビューの実際　質問と回答

14 レファレンスサービスと他の図書館サービス

15 情報サービスの評価

評価

演習レポートおよび発表40％、授業への参加意欲と態度20％、理解度確認のための論述レポート40％



教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】授業の際に必要に応じて指示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

レファレンスサービス演習

社会情報学部-司書課程

2Cクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①　科目の性格

図書館におけるレファレンスサービスは図書館員としての専門性と力量が求められる業務である。その実務的能力育成のた

めに講義科目「情報サービス論」と演習科目「レファレンスサービス演習」の２科目が設けられている。講義科目「情報サ

ービス論」を修得した上での本講受講が望ましい。

②　科目の概要

レファレンスサービスは、情報を求めている人々に直接行う個人的（人的）援助と、できるだけ情報を利用しやすくするこ

とを目的とする利用援助に大別できる。本科目は、講義科目「情報サービス論」の学修をふまえ、その内容を具体的・実践

的に展開し、情報サービス（レファレンスサービス）の実務的能力の修得をめざす。

③　学修目標

・レファレンスサービスの重要性を理解する。

・参考質問の受付から回答・事後処理に至るプロセスを実践的に理解する。

・回答のための各種参考図書・各種データベースの特性と利用方法を理解する。

・情報探索能力の体得を図る。

・レファレンスインタビューの方法を体得し、能力の向上を図る。

内容

1 レファレンスサービスの意義とライブラリアンの活動

2 レファレンスサービスのプロセス

3 レファレンスコレクションの活用

4 各種データベースの検索演習

5 外部情報機関の活用

6 レファレンス課題による検索実習（１）

7 検索結果の発表（１）

8 レファレンス課題による検索実習（２）

9 検索結果の発表（２）

10 レファレンス事例の収集・蓄積

11 レファレンス事例の分析

12 レファレンスインタビューの方法

13 レファレンスインタビューの実際　質問と回答

14 レファレンスサービスと他の図書館サービス

15 情報サービスの評価

評価

演習レポートおよび発表40％、授業への参加意欲と態度20％、理解度確認のための論述レポート40％



教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】授業の際に必要に応じて指示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

情報検索演習

社会情報学部-司書課程

1Aクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

　あらゆる人々の活動において多様な問題があり，その解決のためには的確な情報を収集し評価する必要がある。図書館に

おいても，デジタル情報の増加に伴い，データベースから必要な情報を検索・提供する情報検索サービスの機会が増えてい

る。本科目では，情報検索の基礎知識とともに，利用者が必要とする情報を的確に提供するための検索スキルと情報活用能

力を演習形式で修得する。

②科目の概要

　図書館サービスにおいて必要とされる情報検索技術を習得するために，演習形式で情報検索を行なう。本科目では，情報

検索の基礎や，各図書館作成の情報源ガイドを踏まえたうえで演習を行なう。演習では，図書・雑誌・新聞記事データベー

ス，電子ジャーナルをはじめ，インターネット上の情報源を取り上げる。また，こうした情報の総合的な理解と実践力を習

得するため，毎回演習問題を行なう。

③学修目標：本科目は演習形式で行なうため，図書館における情報検索の理解とともに，実践的なスキルを身につけること

。

・図書館の様々なサービスにおける情報検索の意義と，データベース構築の社会的背景を理解する。

・図書館の蔵書検索，雑誌記事・新聞記事の検索をはじめ多様なデジタル情報から必要な情報を検索する技術を修得する。

・データベースの特徴や長短を理解し，必要な情報を的確に検索し利用者へ提供できる力を修得する。

内容

1 オリエンテーション：図書館における情報検索とは？

2 情報検索の概念，図書の検索（OPAC検索）

3 書誌ユーティリティー・総合目録の検索

4 情報検索の基礎・検索戦略，検索語の性質・選択

5 雑誌タイトルの検索と所蔵検索

6 雑誌記事・論文の検索

7 雑誌記事，論文入手までのプロセス（総合演習）

8 電子ジャーナルの検索

9 海外の図書，雑誌記事・論文の検索

10 新聞記事の検索

11 さまざまな情報源（１）：人物，企業，団体情報等の検索

12 さまざまな情報源（２）：法律，統計，科学技術情報等の検索

13 パスファインダーの制作（１）：図書館の事例，リンク集の事例

14 パスファインダーの制作（２）：発表

15 まとめ



評価

授業中・後の課題（50％），授業への参画・発表の姿勢（10％），試験（40％）とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】

・大谷康晴『情報検索演習』日本図書館協会，2011（JLA図書館情報学テキストシリーズⅡ，6）

【参考書】

・伊藤民雄『インターネットで文献探索：2010年版』日本図書館協会，2010

・毛利和弘『文献調査法』第5版，日本図書館協会，2012

・時実象一ほか『新訂情報検索の知識と技術』情報科学技術協会，2010

・原田智子ほか『情報検索の基礎知識』新訂2版，情報科学技術協会，2011

・藤田節子『キーワード検索がわかる』筑摩書房，2007（ちくま新書，685）

・三輪眞木子『情報検索のスキル』中央公論新社，2003（中公新書，1714）

その他授業中に提示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

情報検索演習

社会情報学部-司書課程

1Bクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

　あらゆる人々の活動において多様な問題があり，その解決のためには的確な情報を収集し評価する必要がある。図書館に

おいても，デジタル情報の増加に伴い，データベースから必要な情報を検索・提供する情報検索サービスの機会が増えてい

る。本科目では，情報検索の基礎知識とともに，利用者が必要とする情報を的確に提供するための検索スキルと情報活用能

力を演習形式で修得する。

②科目の概要

　図書館サービスにおいて必要とされる情報検索技術を習得するために，演習形式で情報検索を行なう。本科目では，情報

検索の基礎や，各図書館作成の情報源ガイドを踏まえたうえで演習を行なう。演習では，図書・雑誌・新聞記事データベー

ス，電子ジャーナルをはじめ，インターネット上の情報源を取り上げる。また，こうした情報の総合的な理解と実践力を習

得するため，毎回演習問題を行なう。

③学修目標：本科目は演習形式で行なうため，図書館における情報検索の理解とともに，実践的なスキルを身につけること

。

・図書館の様々なサービスにおける情報検索の意義と，データベース構築の社会的背景を理解する。

・図書館の蔵書検索，雑誌記事・新聞記事の検索をはじめ多様なデジタル情報から必要な情報を検索する技術を修得する。

・データベースの特徴や長短を理解し，必要な情報を的確に検索し利用者へ提供できる力を修得する。

内容

1 オリエンテーション：図書館における情報検索とは？

2 情報検索の概念，図書の検索（OPAC検索）

3 書誌ユーティリティー・総合目録の検索

4 情報検索の基礎・検索戦略，検索語の性質・選択

5 雑誌タイトルの検索と所蔵検索

6 雑誌記事・論文の検索

7 雑誌記事，論文入手までのプロセス（総合演習）

8 電子ジャーナルの検索

9 海外の図書，雑誌記事・論文の検索

10 新聞記事の検索

11 さまざまな情報源（１）：人物，企業，団体情報等の検索

12 さまざまな情報源（２）：法律，統計，科学技術情報等の検索

13 パスファインダーの制作（１）：図書館の事例，リンク集の事例

14 パスファインダーの制作（２）：発表

15 まとめ



評価

授業中・後の課題（50％），授業への参画・発表の姿勢（10％），試験（40％）とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】

・大谷康晴『情報検索演習』日本図書館協会，2011（JLA図書館情報学テキストシリーズⅡ，6）

【参考書】

・伊藤民雄『インターネットで文献探索：2010年版』日本図書館協会，2010

・毛利和弘『文献調査法』第5版，日本図書館協会，2012

・時実象一ほか『新訂情報検索の知識と技術』情報科学技術協会，2010

・原田智子ほか『情報検索の基礎知識』新訂2版，情報科学技術協会，2011

・藤田節子『キーワード検索がわかる』筑摩書房，2007（ちくま新書，685）

・三輪眞木子『情報検索のスキル』中央公論新社，2003（中公新書，1714）

その他授業中に提示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

情報検索演習

社会情報学部-司書課程

2Aクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

　あらゆる人々の活動において多様な問題があり，その解決のためには的確な情報を収集し評価する必要がある。図書館に

おいても，デジタル情報の増加に伴い，データベースから必要な情報を検索・提供する情報検索サービスの機会が増えてい

る。本科目では，情報検索の基礎知識とともに，利用者が必要とする情報を的確に提供するための検索スキルと情報活用能

力を演習形式で修得する。

②科目の概要

　図書館サービスにおいて必要とされる情報検索技術を習得するために，演習形式で情報検索を行なう。本科目では，情報

検索の基礎や，各図書館作成の情報源ガイドを踏まえたうえで演習を行なう。演習では，図書・雑誌・新聞記事データベー

ス，電子ジャーナルをはじめ，インターネット上の情報源を取り上げる。また，こうした情報の総合的な理解と実践力を習

得するため，毎回演習問題を行なう。

③学修目標：本科目は演習形式で行なうため，図書館における情報検索の理解とともに，実践的なスキルを身につけること

。

・図書館の様々なサービスにおける情報検索の意義と，データベース構築の社会的背景を理解する。

・図書館の蔵書検索，雑誌記事・新聞記事の検索をはじめ多様なデジタル情報から必要な情報を検索する技術を修得する。

・データベースの特徴や長短を理解し，必要な情報を的確に検索し利用者へ提供できる力を修得する。

内容

1 オリエンテーション：図書館における情報検索とは？

2 情報検索の概念，図書の検索（OPAC検索）

3 書誌ユーティリティー・総合目録の検索

4 情報検索の基礎・検索戦略，検索語の性質・選択

5 雑誌タイトルの検索と所蔵検索

6 雑誌記事・論文の検索

7 雑誌記事，論文入手までのプロセス（総合演習）

8 電子ジャーナルの検索

9 海外の図書，雑誌記事・論文の検索

10 新聞記事の検索

11 さまざまな情報源（１）：人物，企業，団体情報等の検索

12 さまざまな情報源（２）：法律，統計，科学技術情報等の検索

13 パスファインダーの制作（１）：図書館の事例，リンク集の事例

14 パスファインダーの制作（２）：発表

15 まとめ



評価

授業中・後の課題（50％），授業への参画・発表の姿勢（10％），試験（40％）とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】

・大谷康晴『情報検索演習』日本図書館協会，2011（JLA図書館情報学テキストシリーズⅡ，6）

【参考書】

・伊藤民雄『インターネットで文献探索：2010年版』日本図書館協会，2010

・毛利和弘『文献調査法』第5版，日本図書館協会，2012

・時実象一ほか『新訂情報検索の知識と技術』情報科学技術協会，2010

・原田智子ほか『情報検索の基礎知識』新訂2版，情報科学技術協会，2011

・藤田節子『キーワード検索がわかる』筑摩書房，2007（ちくま新書，685）

・三輪眞木子『情報検索のスキル』中央公論新社，2003（中公新書，1714）

その他授業中に提示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

情報検索演習

社会情報学部-司書課程

2Bクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

　あらゆる人々の活動において多様な問題があり，その解決のためには的確な情報を収集し評価する必要がある。図書館に

おいても，デジタル情報の増加に伴い，データベースから必要な情報を検索・提供する情報検索サービスの機会が増えてい

る。本科目では，情報検索の基礎知識とともに，利用者が必要とする情報を的確に提供するための検索スキルと情報活用能

力を演習形式で修得する。

②科目の概要

　図書館サービスにおいて必要とされる情報検索技術を習得するために，演習形式で情報検索を行なう。本科目では，情報

検索の基礎や，各図書館作成の情報源ガイドを踏まえたうえで演習を行なう。演習では，図書・雑誌・新聞記事データベー

ス，電子ジャーナルをはじめ，インターネット上の情報源を取り上げる。また，こうした情報の総合的な理解と実践力を習

得するため，毎回演習問題を行なう。

③学修目標：本科目は演習形式で行なうため，図書館における情報検索の理解とともに，実践的なスキルを身につけること

。

・図書館の様々なサービスにおける情報検索の意義と，データベース構築の社会的背景を理解する。

・図書館の蔵書検索，雑誌記事・新聞記事の検索をはじめ多様なデジタル情報から必要な情報を検索する技術を修得する。

・データベースの特徴や長短を理解し，必要な情報を的確に検索し利用者へ提供できる力を修得する。

内容

1 オリエンテーション：図書館における情報検索とは？

2 情報検索の概念，図書の検索（OPAC検索）

3 書誌ユーティリティー・総合目録の検索

4 情報検索の基礎・検索戦略，検索語の性質・選択

5 雑誌タイトルの検索と所蔵検索

6 雑誌記事・論文の検索

7 雑誌記事，論文入手までのプロセス（総合演習）

8 電子ジャーナルの検索

9 海外の図書，雑誌記事・論文の検索

10 新聞記事の検索

11 さまざまな情報源（１）：人物，企業，団体情報等の検索

12 さまざまな情報源（２）：法律，統計，科学技術情報等の検索

13 パスファインダーの制作（１）：図書館の事例，リンク集の事例

14 パスファインダーの制作（２）：発表

15 まとめ



評価

授業中・後の課題（50％），授業への参画・発表の姿勢（10％），試験（40％）とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】

・大谷康晴『情報検索演習』日本図書館協会，2011（JLA図書館情報学テキストシリーズⅡ，6）

【参考書】

・伊藤民雄『インターネットで文献探索：2010年版』日本図書館協会，2010

・毛利和弘『文献調査法』第5版，日本図書館協会，2012

・時実象一ほか『新訂情報検索の知識と技術』情報科学技術協会，2010

・原田智子ほか『情報検索の基礎知識』新訂2版，情報科学技術協会，2011

・藤田節子『キーワード検索がわかる』筑摩書房，2007（ちくま新書，685）

・三輪眞木子『情報検索のスキル』中央公論新社，2003（中公新書，1714）

その他授業中に提示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

図書館資料論

社会情報学部-司書課程

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①科目の性格

　図書館にはさまざまな資料が選択・収集・整理・保存（管理）され，各館独自のコレクションが形成され，利用者に情報

が提供されている。本科目では，図書館コレクションを形成している図書館情報資料の種類，特質，流通等を広く概説し，

図書館が情報資源を選択・収集・整理・保存（管理）する意義を考察し，利用者への提供方法をデザインする。

②科目の概要

　図書館には，どのような資料が収集され，どのような観点でコレクションが形成されているのか。そのためにも，図書館

情報資源の特質を知り，図書館の館種や利用者のニーズも踏まえる必要がある。本科目では，図書館業務に必要な図書館情

報資源の類型と特質，電子資料やネットワーク情報資源の動向を概説する。そして，コレクション形成を具体的に考え，利

用者へ提供する方法をデザインする。

③学修目標

　授業時の講義内容の理解とともに，受講者同士の議論やミニワークショップを行ない，他の受講生の意見や考えを踏まえ

，自らの意見や考えをまとめること。

・図書館資料の種類や特徴，電子資料やネットワーク情報資源の長短を理解する。これらを踏まえ，図書館のコレクション

構築をまとめることができる。

・学問分野別（人文・科学技術等）に調査方法の違いを発見し，情報資源の特性を理解する。

内容

1 オリエンテーション:図書館資料から図書館情報資源へ

2 図書館資料の類型を考える：図書館資料の意義

3 図書館資料の種類と特質（１）：印刷資料の特徴を考える

4 図書館資料の種類と特質（２）：印刷資料の種類

5 図書館資料の種類と特質（３）：非印刷資料の種類と特徴

6 電子資料・ネットワーク情報資源の種類と特質

7 人文・社会・自然科学分野の情報資源の特性

8 書店と図書館：出版・書店業界の現状

9 出版流通システム・再販制度

10 著作権を考える

11 図書館のコレクションをつくる（１）：蔵書・コレクション構築の意義

12 図書館のコレクションをつくる（２）：収集方針，選書，分担収集保存

13 図書館のコレクションをつくる（３）：コレクション管理，除籍

14 図書館のコレクションをつくる（４）：コレクション構築の評価

15 まとめ



評価

授業中・後の課題（30％），授業への参画・発表の姿勢（20％），試験（50％）とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】

・馬場俊明『図書館情報資源概論』日本図書館協会，2012（JLA図書館情報学テキストシリーズⅢ，８）

【参考書】

・三浦逸雄，根本彰『コレクションの形成と管理』雄山閣，1993（講座図書館の理論と実際，２）

・『図書館の自由に関する宣言1979年改訂：解説』第2版，日本図書館協会，2004

・『公立図書館の任務と目標：解説』改訂版，日本図書館協会，2004

・安井一徳『図書館は本をどう選ぶか』勁草書房，2006（図書館の現場，５）

その他，授業中に提示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

資料組織論

社会情報学部-司書課程

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

書誌コントロール、書誌記述法、主題分析、メタデータ、書誌データの活用法などについて理解する。それにより図書館情

報資源の組織化に関する理論と技術を理解することを目標とする。印刷資料・非印刷資料・電子資料及びネットワーク情報

資源により構成される図書館情報資源の組織化について、その理論と技術を解説する。具体的には、書誌コントロール、書

誌記述法、主題分析、メタデータ、書誌データの活用法などの角度から解説する。

内容

1 情報資源組織化の意義と理論

2 書誌コントロールと標準化

3 書誌記述法の概説と主要な書誌記述規則（１）

4 書誌記述法の概説と主要な書誌記述規則（２）

5 主題分析の意義と考え方

6 主題分析と分類法（１）

7 主題分析と分類法（２）

8 主題分析と索引法（１）

9 主題分析と索引法（２）

10 書誌情報の作成と流通

11 書誌情報の提供について

12 ネットワーク情報資源の組織化とメタデータ

13 多様な情報資源の組織化（１）

14 多様な情報資源の組織化（２）

15 まとめ

評価

レポート(10%)と筆記試験(80%)と通常の授業態度(10%)により評価を行う。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】田窪直規編『情報資源組織論』（現代図書館情報学シリーズ９、樹村房）

【参考図書】教室で紹介する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

資料組織演習

社会情報学部-司書課程

0Aクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①現在、目録の対象が紙資料からあらゆる情報資源に拡がり、目録をめぐる状況は大きく変化している。図書館業務におい

て、資料・情報の組織化は図書館サービスの業務基盤となるものである。また今日の情報化社会において、情報資源の適切

な組織化と発信は、情報共有化の基盤でもある。

②情報資源組織化の原則、規則は国際的に改訂が行われているが、『日本目録規則』の改訂はまだなので、本科目では現在

の目録法と分類法によって資料組織化の基本を学び、メタデータの作成等によって新しい目録概念を学ぶことを目指す。

③・「情報資源組織論」を履修してあること。

　・数多くの演習を通して学習することで、ツールの構成と利用法を理解し、資料組織化業務の基礎を習得する。

　・演習課題をきちんと提出し、よく復習すること。

内容

【受講制限】人数による受講制限を行うので、留意すること。

＜前期：目録法＞

①  導入、目録法の構造、目録規則の標準化、ISBD区切り記号法

②‐③　記述総則、タイトルと責任表示

④　版、出版等

⑤‐⑥　形態、シリーズ

⑦‐⑧　注記、標準番号

⑨‐⑩　標目、片かな表記法

⑪　典拠コントロール、書誌ユーティリティの利用

⑫　集中化・共同化による書誌データ作成

⑬‐⑭　ネットワーク情報資源のメタデータ作成

⑮　まとめ

＜後期：分類法＞

①　主題アクセス、『日本十進分類法（NDC）』の構成

②‐③　分類記号の付与、補助表、形式区分

④‐⑤　地理区分、海洋区分

⑥‐⑦　言語区分、言語共通区分、文学共通区分

⑧　分類規程

⑨　歴史・伝記・地理分野

⑩　言語分野、文学分野

⑪　社会科学分野

⑫‐⑬　主題分析と統制語彙適用



⑭　総合演習問題

⑮　まとめ

評価

授業への取組み・演習課題３割、ペーパーテスト７割で評価を行い、６０点以上を合格とする。

合格点に満たなかった場合は、「再試験」を行う。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】吉田憲一編『資料組織演習』（JLA図書館情報学テキストシリーズⅡ；10）日本図書館協会

【参考資料】必要に応じてプリントを配布する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

資料組織演習

社会情報学部-司書課程

0Bクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①現在、目録の対象が紙資料からあらゆる情報資源に拡がり、目録をめぐる状況は大きく変化している。図書館業務におい

て、資料・情報の組織化は図書館サービスの業務基盤となるものである。また今日の情報化社会において、情報資源の適切

な組織化と発信は、情報共有化の基盤でもある。

②情報資源組織化の原則、規則は国際的に改訂が行われているが、『日本目録規則』の改訂はまだなので、本科目では現在

の目録法と分類法によって資料組織化の基本を学び、メタデータの作成等によって新しい目録概念を学ぶことを目指す。

③・「情報資源組織論」を履修してあること。

　・数多くの演習を通して学習することで、ツールの構成と利用法を理解し、資料組織化業務の基礎を習得する。

　・演習課題をきちんと提出し、よく復習すること。

内容

【受講制限】人数による受講制限を行うので、留意すること。

＜前期：目録法＞

① 導入、目録法の構造、目録規則の標準化、ISBD区切り記号法

②‐③　記述総則、タイトルと責任表示

④　版、出版等

⑤‐⑥　形態、シリーズ

⑦‐⑧　注記、標準番号

⑨‐⑩　標目、片かな表記法

⑪　典拠コントロール、書誌ユーティリティの利用

⑫　集中化・共同化による書誌データ作成

⑬‐⑭　ネットワーク情報資源のメタデータ作成

⑮　まとめ

＜後期：分類法＞

①　主題アクセス、『日本十進分類法（NDC）』の構成

②‐③　分類記号の付与、補助表、形式区分

④‐⑤　地理区分、海洋区分

⑥‐⑦　言語区分、言語共通区分、文学共通区分

⑧　分類規程

⑨　歴史・伝記・地理分野

⑩　言語分野、文学分野

⑪　社会科学分野

⑫‐⑬　主題分析と統制語彙適用



⑭　総合演習問題

⑮　まとめ

評価

授業への取組み・演習課題３割、ペーパーテスト７割で評価を行い、６０点以上を合格とする。

合格点に満たなかった場合は、「再試験」を行う。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】吉田憲一編『資料組織演習』（JLA図書館情報学テキストシリーズⅡ；10）日本図書館協会

【参考資料】必要に応じてプリントを配布する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

児童サービス論

社会情報学部-司書課程

1Aクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

○科目のねらい

図書館司書資格を取得したい学生に向けての必修科目である。公共図書館に不可欠なサービスとして位置づいている児童図

書館サービスについて解説する。

 児童図書館サービスとは、児童奉仕とも呼ばれ、子どもを対象として、児童図書館の目的を達成する為に行われる仕事全

般を指している。子どもの利用者に向かって直接行うサービスのみでなく、管理運営、施設の環境整備、資料の選択収集、

さまざまなサービスの企画・遂行、館外との協力・連携、さらにこれらサービスの広報活動までが含まれる。以上のような

仕事を理解することをねらいとする。

○科目の概要・到達目標

子どもへの図書サービスの特質性、重要性を、子どもの発達ならびに学習の見地から解説する。乳幼児に向けたブック・ス

タートから、思春期のヤング・アダルトに向けたサービスまで、児童資料を紹介しながら具体的に言及していく。また、子

どもの年齢や興味関心による児童資料の提供の仕方を、紙芝居、読み語り、ブック・トークなどの演習を交えて指導する。

学校教育場面のみならず家庭や社会生活場面での子どもと本との関わり合い方を視野に入れて、読書による人間教育につい

て深く洞察することができる専門性を伝達したい。

内容

授業計画

第１回　子どもにとって読書とは何か

第２回　子どもの認知発達と読書能力

第３回　子どもの読書活動の歴史（児童図書館の歴史）

第４回　児童図書館の見学

第５回　児童資料の種類と選書規準

第６回　紙芝居の選び方について

第７回　紙芝居の演じ方

第８回　絵本の選書について

第９回　絵本の読み方

第10回　（狭義の）児童文学の選書について

第11回　読み語り、ブック・トーク、ストーリー・テリングの仕方

第12回　ヤング・アダルト文学の選書について

第13回　学習支援としての児童図書館サービス

第14回　児童図書館サービスの意義と実際的活動（地域・家庭・学校との連携・協力など）

第15回　児童図書館員の専門性



評価

授業への取り組み方２０％、レポート成績８０％で評価する。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

【教科書】『児童サービス論』　高山正也・植松貞夫　監修　　樹村房



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

児童サービス論

社会情報学部-司書課程

2Aクラス

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①　科目の性格

司書課程には「図書館サービス」に関する科目が４科目ある。その中で本講は利用対象を児童（乳幼児から中学高校生のヤ

ングアダルトまで）に限定し、そのサービスのあり方等について修得する。

②　科目の概要

公共図書館における児童サービスは、多くの場合子どもが初めて受ける図書館サービスであり、成人を対象にしたサービス

とは異なる固有の使命と方法をもっている。また、中学・高校の世代に対する図書館サービスは、児童サービスに比べると

、まだまだ未発達であり、児童と成人の中間にあって置き去りにされているきらいがある。本講では児童サービス、および

ヤングアダルトサービスのもつ重要性について認識を深め、固有の活動内容、方法についての知識と技術を体得することを

目指す。

③　学修目標

・児童（乳幼児からヤングアダルトまで）サービスの成立過程及びその意義・役割・特性を理解する。

・児童資料の種類とその特性を理解する。

・児童図書館の運営・施設・設備のあり方を学ぶ。

・児童サービスの実務・技術・方法を体得する。

・乳幼児サービス・ヤングアダルトサービスの意義と具体的な展開方法を体得する。

・児童サービス（乳幼児サービス・ヤングアダルトサービス含む）の課題を考える。

内容

1 児童サービスの意義

2 児童図書館員の役割

3 児童サービスの成立と変遷

4 児童サービスの現在

5 児童資料の種類と特性

6 児童資料の収集と管理

7 児童図書館の運営

8 児童図書館施設・設備

9 児童サービスの内容

10 児童サービスの実務

11 児童サービスの技術と方法

12 乳幼児サービスの意義と展開（ブックスタートを含む）

13 ヤングアダルトサービスの意義と展開

14 各種諸機関（地域の他の図書館・文庫・学校図書館等）との連携・協力のあり方

15 児童サービス（乳幼児サービス・ヤングアダルトサービス含む）の課題



評価

授業の進行に応じて提出を求める小レポート40％、授業への参加姿勢とその態度20％、課題「理想の児童図書館」制作

40％

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

授業の際に必要に応じて指示する。



科　目　名

担当教員名

ナンバリング

学　　　科

学　　　年

開　講　期

授 業 形 態

資 格 関 係

ク　ラ　ス

必修・選択の別

単　位　数

図書及び図書館史

社会情報学部-司書課程

図書館司書

ねらい（①科目の性格　②科目の概要　③学修目標）

①② 司書課程を学び始める学生に、人類の叡智はどのように表現され蓄積されてきたかを学ぶことで、人類の素晴しさを

感じ取ってもらいたい。

図書館は、メディアの進歩と社会との関わりのなかで発展し、形態を変えてきた。現在、図書館は大きな変革期にあるが、

原点に立ち返り歴史を学ぶことで、現代社会において図書館が果たすべき機能と役割についても考えるきっかけとする。

③・集中講義なので、各時間ごとに学んだ内容をまとめ提出することで、学習内容の確認を行う。

　・一気に進むので、予め教科書を一読しておくこと。

内容

①　導入、文字及び記録媒体・印刷技術の歴史

　　 古代の図書館：図書館の起源、アレクサンドリア図書館、古代ローマの図書館

②　中世の図書館：修道院図書館、大学図書館

　　 近世の図書館（15～16世紀）：グーテンベルクの活版印刷術、ルネサンス時代の図書館

③　近世の図書館（17～18世紀）：啓蒙の時代、図書館思想の登場、大衆読書の時代

④　近代の図書館（19世紀）：貸本屋・会員制図書館、公共図書館、国立図書館、各館種・機能の確立

⑤　20世紀の図書館：文献生産量の増大化、国内・国際図書館協力、情報化社会の到来、電子図書館

⑥～⑦　日本の図書館の歴史：古代の図書館～現代の図書館

⑧　まとめ　　（時間の都合がつけば印刷の歴史を見学）

評価

学習内容のまとめ（提出物）を３割、試験を７割で評価を行い、60点以上を合格とする。

教科書・推薦書（著者名・書名・出版社名）

寺田光孝編『図書及び図書館史』（新・図書館学シリーズ　12）樹村房

プリント（授業のレジュメ）を毎回配布する。


